
62026年（令和8年）8月号7 広報いせさき　No.491

デジタルで、もっと身近に、もっと快適に。一人ひとりに寄り添う伊勢崎市へ DX推進計画を策定しました
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地域課題を
デジタルで解決！

デジタル活用
を支援！

デジタル化が不安・
心配

総合窓口やオンラ
イン手続きで時間
を節約！

窓口の待ち
時間が負担

実施後の姿取り組み・事業例現状の例

ISECAの運用
くわまるタクシー
防災アプリ

スマホ教室の開催
翻訳アプリの導入

総合窓口の運用
オンライン手続の
拡充

● 地域経済を活性化
　 させたい
● 公共交通が限定的
● 防災情報を知りたい

イ セ カ

デジタル技術を活用
しサービスの向上！

セキュリティ対策で
安心・安全！

活用方法が
わからない

セキュリティ
が心配

デジタルツールで
業務効率化！

仕事が増える
ばかり

実施後の姿取り組み・事業例現状の例

課題解決の
推進体制の構築

セキュリティ
対策の実施

BPR（業務改革）
デジタルツールの
導入・活用

一人ひとりに寄り添う伊勢崎市へ
DX推進計画を策定しました

行政イノベーションの取り組みを進めます

暮らしのDX

書かないワンストップ窓口（総合窓口）

市役所のDX

　人口減少や少子高齢化の進行、急速に進展するデジタル化など、行政サービスを将来に
わたって維持しながら質の高い行政サービスを提供し、市民満足度を向上するためにはデ
ジタル技術の活用を一層進める必要があります。「デジタルで、もっと身近に、もっと快
適に。一人ひとりに寄り添う伊勢崎市へ」とは、本年７月に策定した伊勢崎市DX（デジタル・
トランスフォーメーション）推進計画で定めたDXで目指す将来の本市の姿です。地域の課
題解決や生活の利便性を向上するため、デジタル技術を効果的に活用して市民の視点で行
政サービスや暮らしを良い方向に変えるDXを進めます。
問  　経営企画課（☎27－2707）

　行政に新たな考え方や技術を取り入れ

て、市民満足度の向上と社会課題の解決

につながる新たな価値を生み出す行政イ

ノベーション。

　本市では、行政イノベーションに取り

組む基本方針を本年６月に

策定しDXと一体的に全庁で

推進します。

市役所のDX

業務にタブレットを導入

オンラインやコンビニでできる手続き

　市役所に行かなくてもできるオンライン手続きを
順次、拡大しています。運動施設などのオンライン
予約にも対応。マイナンバーカードがあれば、住民
票などをコンビニエンスストアで取得できます。

▲オンライン
手続きの案内

▲公共施設予約
システム

▲証明書コンビニ
交付サービス

▲市HP

▲市HP

　引っ越した時に必要な手続きが一カ所でできる総合窓口を令和７年１月
から始めています。住所変更の届け出と併せて国民健康保険の住所変更や
児童手当の手続きなどを一カ所で受け付けます。これまで申請書ごとに何
度も書いていた住所や氏名も１回のサインで済むようになりました。
　 ※総合窓口での受け付けには、一定の条件があります
待ち時間も有効活用できます
　受け付け後の処理状況がオンラインで確認できる
ようになりました。受付票の二次元コードをスマー
トフォンで読み込めば、外出先からでも自分の手続
きの処理状況が確認できるので、待ち時間も有効に
活用できます。

市役所本館１階 総合窓口

行政イノベーションの概念

従来の
行政改革

限界点 官民連携

データ活用
行政イノベーション

創造

コスト
削減

改善

デジタルサービス
時間／社会の変化

公
共
の
価
値

（
市
民
満
足
度
・
課
題
解
決
）

価値の創出

変革と共創

人口減少・少子高齢化・多
様化する市民ニーズなど

暮らしのDXと市役所のDXを進めます

DX、進んでいます！

▲市HP

　市役所の業務もデジタル
技術を活用して効率化を図
っています。これまで紙で
行っていた介護認定調査に
タブレット端末を導入し、
認定審査にかかる日数の短
縮を図っています。

　生成AIを安全に利用でき
るサービスを導入し、業務
での生成AIの活用を進めて
いる他、AIを活用した音声
データをテキスト化するサ
ービスを導入して、会議録
の作成などに活用していま
す。

生成AIの活用




